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　本論文は、「日本における歴史的価値を転用する街のイメージ形成の枠組み」と題し、以下の６章から構成される。
　第１章「序論」では、研究の背景と目的、研究の資料と分析の方法、および論文の構成と概要を位置づけるものである。本章ではまず、
本論文が既存の歴史的価値の転用による街のイメージ形成の枠組みを検討するものであり、それに際して江戸、京都という我国を
代表する歴史都市を転用の対象とすることの優位性、およびそうした転用を示す街の行政や観光協会により制作される観光パンフ
レットを資料とすることの妥当性を、イメージ形成の枠組みに関与するメディアの役割を論じることで位置づけている。そして、
資料とした街の価値の意味内容とその階層構造を捉えるとともに、それらを総合的に比較・検討することで、日本における歴史的
価値の転用による街のイメージ形成の枠組みを明らかにすることが本論文の目的であることを述べている。
　第２章「江戸を転用する街の価値の意味内容」では、江戸という都市に関連する事柄を転用する街の観光パンフレットを資料に、
その言語表現から、街の価値を構成する要素である価値対象と、価値対象の歴史性を形容する歴史属性を抽出した。そして、資料
から複数抽出される価値対象の意味的な階層関係をモデル化し、それらの資料単位での集合をその内容から整理し江戸を転用する
街の価値の類型として位置づけた上で、言語表現に示される街全体の履歴との関係を検討した。その結果、江戸を転用する街の価
値の意味内容は、１つの価値対象を基点とした階層関係により集約的に構造化されるものと、複数の価値対象を基点とした階層関
係により分散的に構造化されるもので位置づけられ、特に価値の意味内容が集約的に構造化される資料において宿場町や城下町と
いった近世との関連性の強い履歴が示される傾向にあることを明らかにした。
　第３章「京都を転用する街の価値の意味内容」では、京都という都市に関連する事柄を転用する街の観光パンフレットを資料に、
その言語表現から、街の価値を構成する要素である価値対象と、価値対象の歴史性を形容する歴史属性を抽出した。そして、資料
から複数抽出される価値対象の意味的な階層関係をモデル化し、それらの資料単位での集合をその内容から整理し京都を転用する
街の価値の類型として位置づけた上で、それらの資料単位での集合と、対象地の地理的な分布との関係を検討した。その結果、京
都を転用する街の価値の総体は、街全体の特性を示す要素を基点とした階層関係により構造化されるものと、街の空間を構成する
要素を基点とした階層関係により構造化されるもので位置づけられ、京都より東側に位置する資料は街全体の特性を示す要素が、
京都より西側に位置する資料は街の空間を構成する要素が、それぞれ階層関係の基点となる傾向を明らかにした。
　第４章「歴史的価値を転用する街の価値の階層構造」では、第 2章および第 3章で得られた価値対象の意味的な階層関係を示す
モデルについて、その階層構造の細分化に関する深度と集中の度合いを価値対象の結合の形式から位置づけた上で、それらの資料
単位での集合を検討した。その結果、歴史的価値を転用する街の価値の階層構造は、単一の場合と複数の場合の双方がみられ、さ
らに複数の場合は主従と並列の２種の関係図式で捉えられることを示した。そして江戸を転用する街では京都を転用する街に比べ
て、単一の階層構造では細分化の集中が、複数の階層構造では並列の関係図式がそれぞれ多い傾向にあることを明らかにした。　
　第５章「歴史的価値を転用する街の価値の特性」では、第２章から第４章で得られた知見の比較から、江戸を転用する街と京都
を転用する街の双方に共通する内容および独自にみられる内容を検討した。その結果、双方の街の独自性を示す価値の内容は、江
戸を転用する街では空間や生活を基点とした階層関係により構造化されるもの、京都を転用する街では街全体の特性や周縁の自然
環境を基点とした階層関係により構造化されるものであり、これより双方の都市の転用におけるイメージ形成の枠組みの特徴とし
て、江戸を転用する街では江戸の断片的な記憶を想起させる価値が街の中の具体的な要素と関連付けて示されるのに対し、京都を
転用する街では根拠が特定されない漠然とした歴史性を伴うイメージによって街を俯瞰的に捉える視点から価値が示されるという
対比的な傾向を明らかにした。
　第６章「結論」では、以上各章で得られた結果をまとめ、本論文で得られた知見を総括した。
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    This thesis aims to clarify the framework of the image of towns borrowing existent historical value in Japan. 

These towns attempt to enhance their value by applying the historical image of Edo or Kyoto, both Japanese ancient 

metropolises. Local governments and tourist offices of these towns have been publishing sightseeing brochures to express 

their historical attractions through their own image which transformed from the original image of Edo/Kyoto. Therefore, 

the framework of their image can be read from these brochures.

    Firstly, the contents of the value of these towns was extracted into two aspects of words on sightseeing brochures; value 

objects and their history. Hierarchical relations among value objects were analyzed from the context and their appearance 

frequency in the text, and a number of hierarchical models consist of semantically-linked value objects were found. We 

recognize the combination of these models as the whole contents of the value of each town. Secondly, the hierarchical 

structure of their value was considered from the structure of hierarchical models of value objects.

    Finally, those contents of the value of each town were compared relatively. As a result, the contents distinct to the towns 

borrowing historical value of Edo related to the structure which hierarchize value stem from spatial and cultural elements 

in those towns, in contrast the contents distinct to the towns borrowing historical value of Kyoto related to the structure 

which hierarchize value stem from entire and peripheral elements in those towns. These results suggest the following 

characteristic framework of the image of towns borrowing existent historical value in Japan; the framework of towns 

borrowing historical value of Edo embodies the fragmental memory of Edo with particular elements in those towns, on the 

other hand the framework of towns borrowing historical value of Kyoto expresses the general image from the bird’s-eye 

view of those towns.


